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チーム名 阿字ヶ浦 Ｖｉｃｔｏｒｙ 第1セット試合経過

①Ｖｉｃｔｏｒｙが序盤まで5連続得点もあり、12
対6と大きくリード。阿字ヶ浦がそれを追う試
合展開となった。
②阿字ヶ浦は作戦タイムを前半で1回目、終
盤で2日目を取り、チームの立て直しを試み
るも、一歩及ばず17対21で第1セットを落とし
た。
③Ｖｉｃｔｏｒｙはさい先良く、第1セットを奪った。
但し、終盤は阿字ヶ浦に流れが行きかけた
展開もあり、やや不安が残る終わり方であっ
た。
④一方、阿字ヶ浦は第1セットは落としたが、
終盤は次のセットに繋がる良い流れが出来
つつあるように伺えた。
⑤両チームは攻撃力の差は殆どないと感じ
た。
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チーム名 阿字ヶ浦 Ｖｉｃｔｏｒｙ 第2セット試合経過

①Ｖｉｃｔｏｒｙが出だし4対1とリードする展開、
第1セット同様に阿字ヶ浦が追う展開。
②Ｖｉｃｔｏｒｙが中盤まで12対7と優位な試合展
開が進み、このままのリードで第2セットも奪
い、優勝に手が届くかに見えた。
③阿字ヶ浦は14対18の劣勢から、4連続得
点で18対18で追いついた。
④Ｖｉｃｔｏｒｙが19対18で一瞬リードするも、阿
字ヶ浦が3連続得点をして、Ｖｉｃｔｏｒｙを突き
放し、逆転でこのセットを奪い、セットカウント
1対1に持ち込んだ。
⑤Ｖｉｃｔｏｒｙは序盤、中盤、終盤とリードしな
がらも、一気に押し切れなかったのが痛かっ
た。逆に言うと、阿字ヶ浦の終盤の集中力を
褒めるべきかも知れない。
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第3セット試合経過チーム名 阿字ヶ浦 Ｖｉｃｔｏｒｙ

①第3セットは阿字ヶ浦が終始リードする試
合展開で、Ｖｉｃｔｏｒｙが逆に追う展開。
②阿字ヶ浦は第1セットは落としたものの、
終盤は調子を上げて、次のセットに繋がる
良い敗れ方をした。それが第2セットの逆転
に繋がったと思う。
③阿字ヶ浦はフルセットに強い印象がある。
今回の逆転優勝の勝因は、経験値と勝利へ
の気持の差が、Ｖｉｃｔｏｒｙを上回っていたので
はないかと思う。
④両チームとも攻撃力には、あまり差は無
かったと思う。技術的には阿字ヶ浦は尻上
がりに、ラリー中の繋ぎが良くなって行った。
一方、Ｖｉｃｔｏｒｙは阿字ヶ浦の逆でレシーブが
乱れ、セッターにボールが返らない、アタッ
カーが自分のタイミングで攻撃出来ない。
等、全体のバランスが崩れてしまったと思
う。
⑤Ｖｉｃｔｏｒｙは形勢を逆転する為に、「何か策
を講じる」事が必要であったように見えた。
ベンチワークを含めて、メンバーチェンジ、ポ
ジションチェンジ、サーブの狙い所、フェイン
トの落とし所等々、積極的に手を打つ事が
あっても良かったと思う。


